
 

 

 

 

 

 

謹賀新年 
 明けまして おめでとう ございます 
 今年も、保護者の皆さん及びふきしまっ子たちにとって 

よい年となるようご祈念申し上げます。 
また、今年も昨年同様、 

本校の教育活動にご理解とご協力をお願いします。 
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次の学年の『０学期』のはじまりはじまり 

さあ、いこう！ 自分の目標に向かって 

世の中の出来事を 自分事として考えよう そして… 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

再会は『当たり前』ではない 

『当たり前』に感謝し 君たちはどう生きるのか 

【能登半島地震から学ぶ】 
 私たちにとっては、『当たり前』のようにこの日（０学期の始業式）を迎えることがで

きました。しかし、校内という小さな枠ではなく、日本という大きな枠に目を向けてみ

ると、『当たり前』への感謝の気持ちを再認識することができます。 

 また、私たちが抱えている悩みや不安、迷いなどの気持ちというのは、ある意味贅沢

なことであり、幸せなことなのかもしれません。なぜなら、被災された方々は、悩んだ

り迷ったりする間もなく、『今を生きている』からです。 

 始業式、私からは、「この当たり前の生活から私たちにできることは何だろう。」と子

どもたちに問いかけました。能登半島地震を決して他人事として捉えるのではなく、『自

分事』として捉え、共生社会の実現に向けて、自ら考え判断し決定して行動するふきし

まっ子であってほしいと願うばかりです。 

併せて、ご家庭でもこれを機に、防災意識を高めるとともに、万一に備えての準備を

再確認する機会にしたいものですね。 

 


